
令和２年度
ESD21会員総会

令和2年5月12日
於：Web会議



ESD21 令和2年度会員総会

令和2年5月12日(火) Web会議形式

●15：00～15：40 Web会議モデレーター 理事 石村正雄
司会 事務局長 理事 堀田茂雄

・定数確認
1. 代表開会挨拶 代表理事 黒岩 惠
2. 議長選任 黒岩代表理事により指名
3. 議事 （議長） 顧問理事 鈴木明夫
第一号議案 令和元年度活動報告及び会計報告 事務局長 理事 堀田茂雄

会計担当 理事 石村正雄
第二号議案 令和元年度監査報告 監 事 山田眞佐代
第三号議案 令和2年度活動計画案及び予算計画 事務局長 理事 堀田茂雄

会計担当 理事 石村正雄
第四号議案 役員の就任･重任・退任 代表理事 黒岩 惠
第五号議案 バーチャルオフィス移転の件 代表理事 黒岩 惠

4.閉会宣言（議長）



H31.3.31
＜R1年 度＞

増減 R2.3.31
入会数 退会数

93 12 -5 +7 100
法人Ａ会員 38

50
+2 （ 注） -4 -2

-2
36

48
12 0 0 0 12

計 143 +14 -9 +5 148

・定数確認 ESD21の会員数

個人会員：100名 法人A会員：36社 法人B会員：12社
（1万円） （1口3万円） （1口10万円）

（注）H31入会法人A会員 ：NECソリューションイノベータ(株）

(社)ONE-WORLD 148/2 = 74

◎定数確認 本日の参加 42件, 議決権委任48件 ＝90 ＞

※ 5月8日14時現在



第一号議案 (その１)

令和２年度活動報告

事務局長 理事 堀田茂雄



特別企画事業（１）

●令和元年度会員総会＜5/1６、参加106名(議決権委任含)＞
・平成30年度活動報告・令和元年度活動計画

・平成30年度会計報告・令和元年度予算計画・理事・監事・評議員

の新体制
̝Ḹף https://www.esd21.jp/news/5e9f470752074813929f5b6302c83ed22eef881b.pdf

●設立１０周年記念特別講演会・懇親会＜７/２ ,参加195名＞
特別講演者：

● 竹村 亞希子 易経研究家

「最古の帝王学ー易経に学ぶリーダー成長論」

● 磯谷 智生 (株)豊田自動織機 元会長

「モノづくりの心を歴史から学ぶ」

―働き方改革は働く心構えと働きがいも大事―

● 蛇川 忠暉 日野自動車(株)特任顧問

「情報革命（ＩＯＴ）時代の経営の在り方」



●9月会員例会＜9/19,参加45名＞
講師8名：新任理事（吉田信人、川路義隆、

高坂匠、國島正浩、田邊正紀）
会員講師（石村正雄、坂場俊夫、
神谷亜希菜）

●新年会＆会員例会＜R2/1/28,参加71名＞
「ミヤンマー事業推進ミッション(12/4 ～12/11) 報告」

鈴木明夫、岸田賢次、古井武、國島正浩、草野義昭、當仲寛哲
会員講師4名：平野明弘、西村尚紀、古川儀典、中村亮介

特別企画事業（２）



テーマ事業 (1)TPS/Lean事業 １

◎わくわくJIT研究会 第３ラウンド
主査: 河田信(名城大名誉教授）副主査: 野村政弘

●令和元年4/23(火） 名城大学天白キャンパス 第4回
1.JIT 経営改善 （マレーシア、古川電機、イラン、ミヤンマ他）
2.取引情報リアルタイム化関連

(1) 中小企業共通EDI, 全銀ZEDI 実証調査結果（兼子、平野）
(2) 今後の普及展開「つなぐIT コンソーシアム」

●令和元年7/30(火）東桜会館 (次ページに記載) 第5回
●令和元年10/24(木） 名城大学天白キャンパス 第6回
（１）JIT，SCCC改善状況 （マレーシア：改善状況/

古川電機 改善状況＋受発注EDI）
（２）スマート物流「ＱＲコード等を活用した決済情報」
（３）中小企業共通EDI、中小企業QRコード化対応

●令和2年1/2７(月） 名城大学天白キャンパス 第7回
（１）JIT生産性 SCCC 改善状況（マレーシア、古川電機製作所：

生産性改善、リアルタイム化等状況）
（２）業界一括の商・金流、SCCC改革電子インボイスQRコード化分科会等
（３）「受発注・インボイス・検収・振込み」の"GQR"コード標準化
（４）QRコード、リアルタイム化による「三段階突合」方式



●ESD21オープンフォーラム：SCCC協議会設立報告を兼ねて開催
令和元年7/30( 火）東桜会館 参加者：70名

テーマ「企業間EC/EDIから始まるサプライチェーンと新たな展開」
2010 年,ESD21 発足の狙いは、TPSを支えるかんばん方式のEDI（e-かんばん）。
Tier1 －Tier2 など、自動車部品業界のEDIに貢献してきたトピックス、小島プレスと
グローバルワイズの講師による講演（第一部）と、ESD21の
「わくわくJIT研」から法人化する団体の報告会として開催。

第一部：企業間EC/EDI から始まる繋がる製造業に向けて
①山口弘文：トヨタWG共通EDI推進協会理事（トピックス）

かんばん方式と自動車部品業界共通EDIの展開
② 兼子邦彦：クラウドサービス推進機構特別研究員

中小企業共通EDI/ 金融EDI及び「SCCC協議会」発足経緯

第二部：ESD21「わくわくJIT研」と「SCCC協議会」関連
① JIT経営改善報告
② 岸田賢次「適格請求書QRコードのタグ標準化への試み」
③ 野村政弘 「QRコードによる受発注伝票類のワンタッチ入力化」
④ 河田信 「SCCC協議会事業全体構想と会員」

テーマ事業 (1) TPS/Lean事業 ２

https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/08/9f1bc5dca1330e7bd4dfdb9229ff8e52f0a2af40-1856.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/08/9f1bc5dca1330e7bd4dfdb9229ff8e52f0a2af40-1856.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/08/fdbd72912e05a7e6b2381e84e755ffc7c37d4e0c-1859.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/08/fdbd72912e05a7e6b2381e84e755ffc7c37d4e0c-1859.html


◎TPS/Lean研究会「第7回TPS連続講座」＜’19/12/17＞

参加者：86名 開催場所：東桜会館、葵クラブ（懇親会）
●TPS/トヨタウェイの本質「モノの見方・考え方」を学ぶ
講演1：「トヨタ生産方式の根源・

原点を思考する」
３Cテクノ代表 トヨタOB 太田昭夫

講演2：「トヨタ生産方式を駆使した
改善事例紹介」

豊田エンジニアリング(株)副社長 中嶋雅盛
講演3：「海外でトヨタ生産方式を

教えることの難しさ」
KEアシスト代表 トヨタOB 川口恭則

特別講演：『Jコスト論』
～人を減らすな在庫を減らせ！～
(株)Jコスト研究所 トヨタOB

田中正知

テーマ事業 (1) TPS/Lean事業 3

https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/12/38bda14a97fc825e02bd2b8de6529177f94b1fd7-1919.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/12/38bda14a97fc825e02bd2b8de6529177f94b1fd7-1919.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/12/d2c2b516e85f6d1f3af93e70aa4ceba67d154e66-1922.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/12/d2c2b516e85f6d1f3af93e70aa4ceba67d154e66-1922.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/12/9efe4c2ad37864a7fbb5266c401b006c2474b8f4-1928.html
https://www.esd21.jp/news/assets_c/2019/12/9efe4c2ad37864a7fbb5266c401b006c2474b8f4-1928.html


テーマ事業(2) IT/CPS事業１

●若手ITエンジニア応援団
「新しい IT 技術の進化について考える」セミナー第 1 回＜11/15＞
目的：未来の持続可能な世界に貢献する若手ITエンジニア、

企業経営者や学生と共にこれからのIT技術が進化するべき方向
について議論を深める

参加者：３８名 開催場所：東桜会館

【基調講演】「AI時代の技術倫理」
中京大学工学部教授 鈴木常彦

【パネルディスカッション】
テーマ： AI研究の今昔と未来を考える

パネリスト：トヨタ自動車OB 大鹿秀正
中京大学工学部教授 鈴木常彦

サイエンスコミュニケータ：曜変

モデレータ：ブラザー工業OB 吉田信人

神とはなにか？人間とは？
AIとは何か？
（エアーズロック）



テーマ事業 (2) IT/CPS事業２

◎アイデア創出ラボ研究会
●「地域特産品の拡販方法創出アイデアソン」＜’19/７/12＞
目的：長野県飯島町の特産品の売上高を数倍、数十倍に
あげるための拡販方法のアイデアを創出すること。

※飯島町との合同研究会として
参加者：36名（飯島町：20名、ＥＳＤ２１：16名）
開催場所：飯島町 アグリネーチャーいいじま

【ファシリテータ】アイデア創出ラボ研究会メンバー
《 神田、田邊、早川、山下、吉田》

●「新素材活用新製品アイデア創出アイデアソン」＜’20/1/16＞
目的：シバタテクノテキス(株)様が開発した導電性織物（Ｅ-テキス

タイル）を活用した新製品のアイデアを創出すること。
参加者：２５名
開催場所：中電CTIコラボレーションラウンジHatch （ハッチ）

【ファシリテータ】アイデア創出ラボ研究会メンバー
《 神田、田邊、早川、山下、吉田》



テーマ事業(2) IT/CPS事業３

●「高速 BOM（Bill of Material:部品表）エンジン開発」研究会
法人会員の協和工業とUSP研究所の協業で生産管理システム構築。生産管理

スケジュール半自動作成機能と実績自動収集機能の構築。

業務改善を重点先行しており全体システム化の進捗の遅れがあるが‘２０年度には

BOMとMRP計算を実装し、BOMをもとに広義のMRP（Manufacturing Resource 
Planning ）で製造に関する「必要なものを」「必要なときに」「必要なだけ」の計算
だけではなく、生産にかかわる設備、人、金を含めた「全社見える化」に挑戦。

2019年11月11日
フィンランド経営者への当PJの中間
成果発表（於、協和工業）

ESD21 の理念



◎「持続可能なIT技術選択ポリシー」研究会(略称：SIT）
主査：鈴木常彦（ESD21理事/中京大学）

●第8回 講演＆研究会纏め＜中京大学八事キャンバス：7/3＞
・講演：「創造的空間から創造的社会へ」

講師：中京大学メディア工学科上芝智裕
・研究会のまとめ
持続可能な発展技術選択をするためには

・身の丈に合った技術
・人間にその能力を発揮・向上させる場を与えること
・コンヴィヴィアリティーが必要・IT 技術は誰からもアクセス可能であること
・技術の揺り戻しがあった時にすぐ使えるようになっていること
・技術ありきではなくユースケースありき

◎ 「ユニケージ開発手法への招待」 主催：中京大学 ESD21後援
＜中京大学豊田キャンバス：6/26＞

目的：IT のあらゆる分野をカバーできるUnix 基礎テクノロジーである
ユニケージ開発手法をデモ中心に紹介

講師：當仲寛哲（ESD21理事/USP研究所)

テーマ事業 (2) IT/CPS事業 ４



テーマ事業 (3) 国際(ミャンマー)１

●ミャンマービジネスオープンフォーラム＆交流会＜９/３０＞

１）ミャンマー事業概要」鈴木明夫

２）「ミャンマービジネス成功への

税務実務」

CVC会計グループ 中山 さやか

３）「ミャンマー進出の成功例/ 失敗例」

TNY国際法律事務所（ミャンマー）堤雄史

４）「ミャンマー企業と取引する場合の

留意点」

名古屋国際法律事務所 田邊正紀

５）「7年間のミャンマービジネス現地体験談」

（有）トレンデイー名古屋菅野学享

６）「ミャンマー人材の採用と育成方法」

① サンダーリングライト（株）野村浩光

② 協和工業（株） 鬼頭佑治



テーマ事業 (3) 国際 (ミャンマー)２

●ミャンマー事業推進ミッション派遣＜12/4～12/11＞
ɟɱɎɶ: ῑƲ Ʋ̯ᶽ˝ƲῚ Ʋ֦˝ƲᶵῬƲ Ʋ ̎

TPS/ ɨɶɱ ʹ ᾚ



ミャンマーテイラワ経済特区進出企業との交流
MJTD,TOYOTA,SUZUKI,YANMAR、TOYOTA TSUSHO

①SUZUKIゾーンAで生産開始(2018)
サウスダゴン工場とテイラワ工場（約２０万㎡）

②TOYOTA ゾーンBで生産開始予定（2021年２月）

（約21万㎡）ハイラックスSKD 2.５千台/年、１３0名、
出資： 約５７億円 (トヨタ８５％豊田通商１５％)

③YANMAR ゾーンAで輸入販売開始



特定プロジェクト

◎飯島町プロジェクト
ESD21会員の古谷様が豊田市から南信州飯島町に転居し、

田舎暮らし。2015 年ESD21「1月会員例会」の報告などで、
ESD21会員との交流から、飯島町プロジェクトに発展。

●合同研究会「飯島町のマーケティングについて」
令和元年7月12,13日:飯島町訪問

参加者37名：ESD21, 飯島町を作る会、飯島町
(1)ESD21 ：鈴木(明)、吉田、和澤、以下17名
(2) 飯島町：唐澤飯島町副町長、宮下商工会会長

以下20名
・アイデアソンを活用した「飯島町のマーケティング」検討

●「(株)南信精機製作所」様の工場見学研究会
令和2年1月24,25日：南信精機製作所

・ESD21参加者13名
・片桐社長講話、工場見学、

意見交換会実施



第一号議案 (その２)

令和元年度会計報告

会計担当 理事 石村正雄



一般社団法人 持続可能なモノづくり・人づくり支援協会

令和 2年 3月31日現在 （単位:円）

資産の部

　　【流動資産】

    現金及び預金 3,467,068

    未収入金 20,000

                   流動資産合計 3,487,068

                         資産の部合計 3,487,068

負債の部

    【流動負債】

    未払金 0

                   流動負債合計 0

                        負債の部合計 0

純資産の部

　　繰越利益剰余金 3,487,068

　　その他利益剰余金合計 3,487,068

　　利益剰余金合計 3,487,068

純資産の部合計 3,487,068

負債及び純資産合計 3,487,068

貸 借 対 照 表



２０２０年３月 ３１日

一般社団法人　持続可能なモノづくり･人づくり支援協会

2019年4月1日　　から　　2020年3月31日   まで

2019年度（Ａ） 前年度（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１、経常増減の部
　　（１）経常収益

　　　　　会費収入 3,195,000 3,685,000 -490,000

　　　　　雑収入 981,000 1,262,000 -281,000

　　　　　受取利息 38 47 -9

　　　　経常収益合計 4,176,038 4,947,047 -771,009

　　（２）経常費用

　　　　　事業費 2,583,369 3,595,505 -1,012,136

　　　　　　　　委託費 176,000 60,000 116,000

　　　　　　　　会議費（会場費等） 1,471,206 1,575,895 -104,689

　　　　　　　　旅費交通費 687,600 1,436,920 -749,320

　　　　　　　　講師謝金 114,780 167,055 -52,275

　　　　　　　　その他 諸費用 133,783 355,635 -221,852

　　　　　管理費 2,207,351 2,398,035 -190,684

　　　　　　　　理事報酬 0 0 0

　　　　　　　　職員給与・税理士報酬 795,600 793,200 2,400

　　　　　　　　事務所経費 395,620 391,932 3,688

　　　　　　　　旅費交通費 209,450 288,800 -79,350

　　　　　　　　通信費・広告宣伝費 394,035 389,914 4,121

　　　　　　　　その他 諸費用 412,646 534,189 -121,543

　　　　経常費用合計 4,790,720 5,993,540 -1,202,820

　当期経常増減額 -614,682 -1,046,493 431,811

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益 0 0 0

　　（２）経常外費用 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 -614,682 -1,046,493 431,811

　一般正味財産期首残高 4,101,750 5,148,243 -1,046,493

　一般正味財産期末残高 3,487,068 4,101,750 -614,682

Ⅱ 指定正味財産増減の部 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 3,487,068         4 ,101,750        -614,682

以　上　

　正味財産増減計算書　



第二号議案
令和元年度監査報告

監事 山田眞佐代





第三号議案
令和２年度活動計画案

及び予算計画

事務局長 理事 堀田茂雄

会計担当 理事 石村正雄



２０２０年度予算案 2020/5/12

一般社団法人　持続可能なモノづくり･人づくり支援協会

2020年4月1日　　から　　2021年3月31日　まで

2020年度予算
参考：

2019年度実績
差　額

(予算－前年)
　　　　　　　備　　　　　考

１、事業活動収益 （１） 会費収入 3,200,000        3 ,195,000      5 ,000           

（２） 雑収益 1,000,000        981,038        18,962         セミナー参加費、懇親会参加費等

　　事業活動収益　合計 4,200,000        4 ,176,038      23,962         

２．事業活動費用 （１） 事業費支出

　　　①委託費 250,000          176,000 74,000         

　　　②会場費（会場費・設備費等） 1,550,000        1 ,471,206 78,794         セミナー／懇親会場費

　　　③旅費交通費 720,000          687,600        32,400         海外渡航費含む

　　　④講師謝金 180,000          114,780        65,220         

　　　⑥その他 諸費用 150,000          133,783        16,217         

　　事業費支出　小計 2,850,000        2 ,583,369 266,631        

（２） 管理費支出

　　　①理事報酬 -                  -                -                

　　　②職員給与・税理士報酬 557,000          795,600        -238,600      税理士顧問料削減

　　　③事務所経費 298,000          395,620        -97,620        バーチャルオフィス移転

　　　④旅費交通費 200,000          209,450        -9,450         

　　　⑤通信費・広告宣伝費 395,000          394,035        965             ＨＰ維持費、Zoom年会費含む

　　　⑥その他 諸費用 350,000          412,646        -62,646        諸会費削減△20千円

　　管理費支出　小計 1,800,000        2 ,207,351      -407,351      

　　事業活動費用　合計 4,650,000        4 ,790,720      -140,720      

　当期経常増減額 -450,000         -614,682      

先期繰越金額 3,487,068        4 ,101,750      

次期繰越金額 3,037,068        3 ,487,068      　

以　上



ESD21事業別2019年度実績と2020年度計画（案） 2020/5/12

事業 ２０１９年度予算／実績 実施額 *備考1 ２０２０年度計画 予算案 *備考1

●令和元年度総会 749 千円 〇令和２年度総会（ＷＥＢ総会） 500 千円
●特別講演会 〇特別講演会
●会員例会 （ 収入：533千円 〇会員例会
●企画講演会、企画交流会（飯島町等）・工場見学等 　 支出：1282千円） 〇企画講演会、企画交流会（飯島町等）・工場見学等
　（理事会で承認された新企画含む） 　（理事会で承認された新企画含む）

●わくわくJIT研究会 217 千円 〇わくわくJIT研究会 250 千円
　新設の（一社）SCCC・リアルタイム経営推進協議会との連携 　（一社）SCCC・リアルタイム経営推進協議会との連携
●TPS/Lean連続講座 （ 収入：150千円 〇TPS/Lean連続講座
●TPS/Agileソフト 　 支出：367千円） 〇TPS/Agileソフト

●ITオープンフォーラム 107 千円 〇ITオープンフォーラム 500 千円
●新時代のITビジネス研究会（2019年度で終了） 〇アイディア創出研究会 
●アイディア創出研究会 （ 収入：91千円 〇若手ITエンジニア応援団

　 支出：209千円） 〇高速BOM研究会

●ミャンマー調査研究会(ESD21M研） 529 千円 〇ミャンマー調査研究会(ESD21M研） 600 千円
　　１）オープンフォーラム、ビジネスセミナー 　　１）オープンフォーラム、ビジネスセミナー
　　２）企業・団体・大学との交流会 （ 収入：115千円 　　２）企業・団体・大学との交流会
　　　　及びミッション派遣(提携先SEDAやMJC-MABA他) 　 支出：644千円） 　　　　及びミッション派遣(提携先SEDAやMJC-MABA他)
●ミャンマーTPS/リーン方式実践研究会（MTC) 〇ミャンマーTPS/リーン方式実践研究会（MTC)
（提携先のＧ・Ｇ社やＭＪＣとのTPS/Lean事業展開） （提携先のＧ・Ｇ社やＭＪＣとのTPS/Lean事業展開）

事業費　　合計　 1,602 千円 事業費予算　合計　（雑収入相殺後） 1,850 千円

　　　　理事報酬　（無報酬を継続） 0 千円 　　　　理事報酬　　　　　　　　　  （無報酬を継続） 0 千円

　　　　職員給与・税理士報酬 796 千円 　　　　職員給与・税理士報酬 　（税理士報酬△242千円) 557 千円

　　　　事務所経費 396 千円 　　　　事務所経費 　（バーチャルオフィス移転計画△100千円） 298 千円

　　　　旅費交通費 209 千円 　　　　旅費交通費 200 千円

　　　　通信費・広告宣伝費 394 千円 　　　　通信費・広告宣伝費 （Ｚｏｏｍ＋20千円） 395 千円

　　　　その他 諸費用 413 千円 　　　　その他 諸費用 （諸会費削減△20千円 他） 350 千円

一般管理費　　合計 2,207 千円 一般管理費予算　　　合計 1,800 千円

　＊備考1： 各事業における雑収入（セミナー参加費、懇親会参加費）を相殺した支出額。

一般管理費（ 理
事会運営含む

）

特別企画事業

TPS/Lean事業

IT/CPS事業

国際事業
（ミャンマー）



第四号議案
役員の就任･重任･退任(案) 報告

代表理事 黒岩 惠



■退任 理事 萩原智昭

■新任 理事 古井 武

■継続
理事(重任)

黒岩 惠、鈴木明夫、堀田茂雄、石村正雄、
山中誠二、佐土井有里、當仲寛哲、鈴木常彦、
大鹿秀正、吉田信人、高坂 匠、國島正浩、
田邊正紀、川路義隆、トゥトゥフライング

（以上15名）

監事(４年任期のあと３年)

山田眞佐代

令和２年6月1日付登記(案)



第五号議案
バーチャルオフィス移転の件

代表理事 黒岩 惠



１）移転先＆賃料支払先：
〒460 -0008 名古屋市中区栄３－１－２６

本町牧野ビル 3階C
有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所

名古屋センター内
２）専用固定電話設置予定：番号未定
３）賃料：1.5 万円/ 月 （現在の賃料：3.3 万円/ 月)
４）移転目的とメリット：

・賃料固定費削減
・対外的には現状同様のバーチャルオフィスなるも、駒田事務局員

が同社社員兼務で同オフィスに常勤するため会員サービス向上
５）移転予定時期：２０２０年６～７月

（会員総会後に決定）

●バーチャルオフィス移転先



ESD21会員総会

閉 会

ありがとうございました。

（閉会予定： 午後３時４０分）


